
特別支援学校高等部学習指導要領案新旧対照表

改　訂　案

第2章　各　教　科

第1節　視覚障害者,聴覚障害者,肢体不自由者又は病弱者である生徒に対す

る教育を行う特別支援学校

第1款　各教科の目標及び各科目の目標と内容

各教科の目標及び各科目の目標と内容については,当該各教科及び各科目に対

応する高等学校学習指導要領第2章及び第3章に示す各教科の目標及び各科目の

目標と内容に準ずるほか,視覚障害者である生徒に対する教育を行う特別支援学

校については第3款から第5款まで,聴覚障害者である生徒に対する教育を行う

特別支援学校については第6款から第9款までに示すところによるものとする｡

第2款　各科目に関する指導計画の作成と内容の取扱い

各科目に関する指導計画の作成と内容の取扱いについては,高等学校学習指導

要領第2章及び第3章に示すものに準ずるほか,視覚障害者である生徒に対する

教育を行う特別支援学校については第3款から第5款まで,聴覚障害者である生

徒に対する教育を行う特別支援学校については第6款から第9款までに示すとこ

ろによるものとするが,生徒の障害の状態や特性等を十分考慮するとともに,特

に次の事項に配慮するものとする｡

1視覚障害者である生徒に対する教育を行う特別支援学校

(1)生徒の視覚障害の状態等に応じて,点字又は普通の文字による的確な理解

と適切な表現の能力を一層養うこと｡なお,点字を常用して学習する生徒に

対しても,漢字･漢語の意味や構成等についての錘解を一層促すため,適切

第2章　各　教　科

第1節　視覚障害者,聴覚障害者,肢体不自由者又は病弱者である生徒に対す

る教育を行う特別支援学校

第1款　各教科の目標及び各科目の目標と内容

各教科の目標及び各科目の目標と内容については,当該各教科及び各科目に対

応する高等学校学習指導要領第2章及び第3章に示す各教科の目標及び各科目の

目標と内容に準ずるほか,視覚障害者である生徒に対する教育を行う特別支援学

校については第3款から第6款まで,聴覚障害者である生徒に対する教育を行う

特別支援学校については第7款から第10款までに示すところによるものとする｡

第2款　各科目に関する指導計画の作成と内容の取扱い

各科目に関する指導計画の作成と内容の取扱いについては,高等学校学習指導

要領第2章及び第3章に示すものに準ずるほか,視覚障害者である生徒に対する

教育を行う特別支援学校については第3款から第6款まで,聴覚障害者である生

徒に対する教育を行う特別支援学校については第7款から第10款までに示すとこ

ろによるものとするが,生徒の障害の状態や特性等を十分考慮するとともに,特

に次の事項に配慮するものとする｡

1視覚障害者である生徒に対する教育を行う特別支援学校

(1)生徒の視覚障害の状態等に応じて,点字又は普通の文字による的確な理解

と適切な表現の能力を一層養うこと.なお,点字を常用して学習する生徒に

対しても,漢字･漢語の意味や構成等についての理解を一層促すため,各教
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な指導が行われるようにすること｡

(2)視覚的なイメージを伴わないと理解が困難な事柄については,言葉の意味

や用法の指導等を行い,理解を促すようにすること｡

(3)生徒の視覚障害の状態等に応じて,指導内容を適切に精選し,基礎的･基

本的な事項に重点を置くなどして指導すること｡

(4)触覚教材,拡大教材,音声教材等の活用を図るとともに,生徒が視覚補助

具やコンピュータ等の情報機器などの活用を通して,容易に情報の収集や処

理ができるようにするなど,生徒の視覚障害の状態等を考慮した指導方法を

工夫すること｡

(5)生徒が空間や時間の概念を活用して場の状況や活動の過程等を的確に把握

できるよう配慮し,見通しをもって積極的な学習活動を展開できるようにす

ること｡

2　聴覚障害者である生徒に対する教育を行う特別支援学校

(1)生徒の興味･関心を生かして,積極的な言語活動を促すとともに,抽象的,

論理的な思考力の伸長に努めること｡

(2)生徒の言語力等に応じて,適切な読書習慣や書いて表現する力の育成を図

り,主体的に情報を獲得し,適切に選択･活用する態度を養うようにするこ

と｡ A

(3)生徒の聴覚障害の状態等に応じて,指導内容を適切に精選し,基礎的･基

本的な事項に重点を置くなどして指導すること｡

(4)補聴器等の利用により,生徒の保有する聴覚を最大限に活用し,効果的な

学習活動が展開できるようにすること｡

(5)視覚的に情報を獲得しやすい教材･教具やその活用方法等を工夫するとと

もに,コンピュータ等の情報機器などを有効に活用し,指導の効果を高める

ようにすること.

(6)生徒の聴覚障害の状態等に応じ,音声,文字,手話等のコミュニケーショ

ン手段を適切に活用して,意思の相互伝達が正確かつ効率的に行われるよう

にすること0

3　肢体不自由者である生徒に対する教育を行う特別支援学校

科･科目にわたって適切な指導が行われるようにすること｡

(2)視覚的なイメージを伴わないと理解が困難な事柄については,言葉の意味

や用法の指導等を行い,理解を促すようにすることo

(3)生徒の視覚障害の状態等によって学習上困難を伴う内容については,基本

の理解を促す事項に重点を置いて指導すること｡

(4)触覚教材,拡大教材等の活用を図るとともに,生徒がコンピュータ等の情

報機器を活用して容易に情報の収集や処理ができるようにするなど,生徒の

視覚障害の状態等を考慮した指導方法を工夫すること｡

(5)生徒が空間や時間の概念を活用して学習場面の状況を的確に把握できるよ

うにし,見通しをもって積極的な学習活動を展開できるようにすること｡

2　聴覚障害者である生徒に対する教育を行う特別支援学校

(1)生徒の積極的な言語活動を促すとともに,抽象的,論理的な思考力の伸長

に努めること｡

(2)生徒の言語力等に応じた読書指導を行い,適切な読書習慣の形成を図ると

ともに,主体的に情報を獲得し,適切に選択･活用する態度を養うようにす

ることD

(3)生徒の聴覚障害の状態等に応じて,循導内容を適切に精選し,基礎的･基

本的な事項に重点を置いて指導すること｡

(4)補聴器等の利用により,生徒の保有する聴覚を最大限に活用し,効果的な

学習活動が展開できるようにすることD

(5)視覚的に情報を獲得しやすい教材･教具やコンピュータ等の情報機器を有

効に活用し,指導の効果を高めるようにすること｡

(6)生徒の聴覚障害の状態等に応じ,音声,文字,手話等のコミュニケーショ

ン手段の適切な活用を図り,意思の相互伝達が正確かつ効率的に行われるよ

うにすること0

3　肢体不自由者である生徒に対する教育を行う特別支援学校
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(1)体験的な活動を広げて表現する意欲を高めるとともに,生徒の言語活動や

身体の動きの状態に応じて,考えたことや感じたことを表現する力の伸長に

努めること｡

(2)生徒の身体の動きの状態や生活纏験の程度等を考慮して,基礎的･基本的

な事項に重点を置くなど指導内容を適切に精選するとともに,発展的,系統

的な指導ができるようにすることo

(3)身体の動きやコミュニケーション等に関する内容の指導に当たっては,特

に自立活動における指導との密接な関連を保ち,学習効果を一層高めるよう

にすること｡

(4)生徒の学習時の姿勢や認知の特性等に応じて,指導方絵を工夫することo

(5)生徒の身体の動きや意思の表出の状態等に応じて,適切な補助用具や補助

的手段を工夫するとともに,コンピュータ等の情報機器などを有効に活用し,

指導の効果を高めるようにすること｡

4　病弱者である生徒に対する教育を行う特別支援学校

(1)生徒の授業時数の制約や病気の状態等に応じて,指導内容を適切に精選し,

基礎的･基本的な事項に重点を置くとともに,各教科･科目等相互の関連を

図ったり,指導内容の連続性に配慮した工夫を行ったりして,発展的,系統

的な学習活動が展開できるようにすること｡

(2)健康状態の改善等に関する内容の指導に当たっては,特に自立活動におけ

る指導との密接な関連を保ち,学習効果を一層高めるようにすること｡

(3)体験的な活動を伴う内容の指導に当たっては,生徒の病気の状態や学習環

境に応じて指導方法を工夫し,効果的な学習活動が展開できるようにするこ

と｡

(4)生徒の身体活動の制限の状態等に応じて,教材･教具や補助用具などを工

夫するとともに,コンピュータ等の情報機器などを有効に活用し,指導の効

果を高めるようにすること｡

(5)生徒の病気の状態等を考慮し,学習活動が負担過重とならないようにする

こと｡

(1)生徒の身体の動きの状態や生活経験の程度等を考慮して,基礎的･基本的

な事項に重点を置くなど指導内容を適切に精選するとともに,発展的,系統

的な指導ができるようにすること｡

(2)身体の動きやコミュニケーション等に関する内容の指導に当たっては,特

に自立活動における指導との密接な関連を保つようにし,学習効果を一層高

めるようにすることo

(3)生徒の身体の動きや意思の表出の状態等に応じて,適切な補助用具や補助

的手段を工夫するとともに,コンピュータ等の情報機器などを有効に活用し,

指導の効果を高めるようにすること0

4　病弱者である生徒に対する教育を行う特別支援学校

(1)生徒の授業時数の制約等の状況に応じて,指導内容を適切に精選し,基礎

的･基本的な事項に重点を置くとともに,発展的,系統的な学習活動が展開

できるよう各教科･科目等相互の関連を図るなどして,効果的な学習ができ

るようにすること｡

(2)健康状態の改善等に関する内容の指導に当たっては,特に自立活動におけ

る指導との密接な関連を保つようにし,学習効果を一層高めるようにするこ

と｡

(3)生徒の身体活動の制限の状態等に応じて,教材･教具の工夫やコンピュー

タ等の情報機器の有効な活用を図るなどして,指導の効果を高めるようにす

ること｡

(4)生徒の病気の状態等を考慮し,学習活動が負担過重とならないようにする

こと｡
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第3款　調　律

第1　目　標

調律に関する基礎的･基本的な知識と技術を習得させ,調律の意義と役割

を理解させるとともに,音楽文化の発展に寄与する能力と態度を育てる｡

第2　各科目

[調律概論]

1　目　標

調律,整調及び楽器の構造に関する知識を習得させ,これを調律に応用する

能力と態度を育てる｡

2　内　容

(1)調律法,整音法

ア　音響に関する基礎理論　　　イ　調律法に関する基礎理論

り　整音法に関する基礎理論

(2)整調法,楽器修理法

ア　整調法に関する基礎理論　　　イ　楽器構造の基礎及び楽器修理法

3　内容の取扱い

(1)内容の構成及びその取扱いに当たっては,次の事項に配慮するものとする｡

ア　指導に当たっては,ピアノを中心に取り扱い,実習を伴う科目との関連

を図ること｡

イ　音響に関する基礎理論との関連に十分配慮して指導することa

(2)内容の範囲や程度については,次の事項に配慮するものとするo
たて

ア　内容の(2)のアについては,竪型ピアノ整調法と平型ピアノ整調法を扱
けん

うことCイについては,鍵盤楽器を中心に楽器全般について扱うこと｡

[調律実習]

1　目　標
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調律に関する知識と技術を実験的,体験的かつ総合的に習得させ,調律を適

切に行う能力と態度を育てる｡

2　内　容

(1)校内実習
たて

ア　竪型ピアノ調律実習　　　イ　平型ピアノ調律実習

(2)校外実習
た~r

ア　竪型ピアノ調律実習　　　イ　平型ピアノ調律実習

3　内容の取扱い

(1)内容の構成及びその取扱いに当たっては,次の事項に配慮するものとする｡

ア　指導に当たっては,ピアノ調律に関する精度だけではなく,保持力や調

律に要する適正時間についても理解できるようにすること｡

イ　内容の(1)については,アとイの相互の関連に留意して扱うこと｡なお,

アについては総合的な技術を習得できるようにし,イについては基本的な

技術の習得に重点を置いて指導すること｡

(2)内容の範囲や程度については,次の事項に配慮するものとするo
たて

ア　内容の(1)については,竪型ピアノと平型ピアノを比較しながら,同音

調律,割振調律,各昔部調律,全体調律の順に,段階的に扱うことo

イ　内容の(2)については,楽器製造所等における見学や実習を通して,内

容の(1)の知識と技術を総合的に習得できるように扱うこと｡

[整調･修理実習]

1　目　標

打弦機構の動きと整調,楽器の修理に必要な知識と技術を習得させ,楽器の

整調,修理を適切に行う基礎的な能力と態度を育てる｡

2　内　容

(1)整調実習
たて

ア　竪型ピアノ整調実習　　イ　平型ピアノ整調実習

(2)楽器修理

ア　部分補修　　　イ　分解修理
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3　内容の取扱い

(1)内容の構成及びその取扱いに当たっては,次の事項に配慮するものとするo

ア　実践的な経験を積ませるために,校内実習のほかに,楽器製造所等にお

ける見学や実習を取り入れて指導することo

イ　指導に当たっては,特に楽器の保全管理に留意することo

ウ　内容の(1)については,アとイの相互の関連に留意して扱うこと｡なお,

アについては総合的な技術を習得できるようにし,イについては基本的な

技術の習得に重点を置いて指導すること｡

(2)内容の範囲や程度については,次の事項に配慮するものとする｡
たて

ア　内容の(1)については,竪型ピアノと平型ピアノを比較しながら,基本

整調,総合実践整調の順に,段階的に扱うことo

イ　内容の(2)については,ピアノ及び身近な楽器等を構成するそれぞれの

機構の関連性に重点を置いて指導すること｡

[課題研究]

1　目　標

調律に関する課題を設定し,その課題の解決を図る学習を通して,専門的な

知識と技術の深化,総合化を図るとともに,問題解決の能力や自発的,創造的

な学習態度を育てる｡

2　内　容

(1)調査,研究,実験

(2)産業現場等における実習

(3)職業資格の取得

3　内容の取扱い

(1)内容の構成及びその取扱いに当たっては,次の事項に配慮するものとする｡

ア　生徒の興味･関心,進路希望等に応じて,内容の(1)から(3)までの中か

ら個人又はグループで適切な課題を設定させることo　なお,課題は内容の

(1)から(3)までの2項目以上にまたがる課題を設定することができるこ

と｡
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イ　課題研究の成果について発表する機会を設けるよう努めることo

第3　各科目にわたる指導計画の作成と内容の取扱い

1指導計画の作成に当たっては,次の事項に配慮するものとするo

(1)各科目の指導に当たっては,できるだけ実験･実習を通して,実際的,

具体的に理解させるようにすること｡

(2) ｢課題研究｣については,年間指導計画に定めるところに従い,必要に

応じて弾力的に授業時間を配当することができることo

(3)地域や産業界との連携を図り,就業体験を積極的に取り入れるとともに,

社会人講師を積極的に活用するなどの工夫に努めること｡

2　内容の取扱いに当たっては,次の事項に配慮するものとする｡

(1) ｢調律実習｣及び｢整調･修理実習｣については,校内実習と校外実習

の授業時数の配当を工夫するとともに,計画的に行い,知識と技術が総合

的に習得できるようにすること｡

(2)各科目の指導に当たっては,コンピュータや情報通信ネットワーク等の

活用を図り,学習の効果を高めるようにすること｡

3　実験･実習を行うに当たっては,施設･設備の安全管理に配慮し,学習環

境を整えるとともに,事故防止の指導を徹底し,安全と衛生に十分留意する

ものとする｡
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特別支援学校高等部学習指導要領案新旧対照表

改　訂　案

第3款　保健理療

第1　目　標

あん摩･マッサージ･指圧に関する基礎的･基本的な知識と技術を習得させ,

保健理癖の本質と社会的な意義を理解させるとともに,国民の健康の保持増進

に寄与する能力と態度を育てる｡

第2　各科目

[医療と社会]

1　目　標

医学,医療及びあん摩･マッサージ･指圧の歴史,医療制度と関係法規に関

する基礎的な知識を習得させるとともに,あん摩･マッサージ･指圧に従事す

る者の倫理について理解させ,施術者として必要な能力と態度を育てる｡

2　内　容

(1)医学,医療及び保健理癖の歴史

ア　西洋における医学,医療

イ　日本,中国,韓国等における医学,医療

(2)医療制度の現状と課題

ア　医学の分野　　　イ　医療と社会　　　ウ　医療従事着

工　医療機関　　　オ　医療行政

(3)保健理療の現状と課題

ア　現代の東洋医学　　　イ　保健理癖の概念　　　り　諸外国の保健理療

工　保健理療の課題

(4)あん摩･マッサージ･指圧従事者の倫理

第4款　保健理療

第1　目　標

あん摩･マッサージ･指圧に関する基礎的･基本的な知識と技術を習得さ

せ,保健理癖の本質と社会的な意義を理解させるとともに,国民の健康の保持

増進に寄与する能力と態度を育てる｡

第2　各科目

[医療と社会]

1　日　標

医学,医療及びあん摩･マッサージ･指圧の歴史,医療制度と関係法規に関

する基礎的な知識を習得させるとともに,あん摩･マッサージ･指圧に従事す

る者の倫理について理解させ,施術者として必要な能力と態度を育てる｡

2　内　容

(1)医学,医療及び保健理療の歴史

ア　西洋における医学,医療　　　イ　日本,中国等における医学,医療

(2)医療制度の現状と青果題

ア　医学の分野　　　イ　医療と社会　　　ウ　医療従事者

工　医療機関　　　オ　医療行政

(3)保健理廉の現状と課題

ア　現代の東洋医学　　イ　保健理療の概念　　　ウ　保健理療の課題

(4)あん摩･マッサージ･指圧従事者の倫理
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ア　医療と倫理　　　イ　保健理療と倫理

(5)あん摩マッサージ指圧師,はり師,きゆう師等に関する法律

ア　法令の沿革　　　イ　法令の主な内容

(6)　関係法規の概要

ア　医事関係法規　　　イ　その他の関係法規

3　内容の取扱い

(1)内容の構成及びその取扱いに当たっては,次の事項に配慮するものとするo

ア　指導に当たっては,あん摩･マッサージ･指圧の医療における位置付け

について,十分理解を促すよう取り扱うこと｡

イ　内容の(3)及び(4)については, ｢地域保健理療と保健理療経営｣との関連

を考慮して指導すること｡

(2)内容の範囲や程度については,次の事項に配慮するものとする｡

ア　内容の(2)については,現代の医療制度の現状とその当面する課題の概要

を理解させること｡特に,代替医療が注目されていることと保健理療の果

たす役割についても理解させること｡

イ　内容の(3)のアについては,あん摩･マッサージ･指圧のみならず,湯液,
しんきゆう

鍍灸の概要も扱うことb

ク.内容の(3)のクについては,あん摩･マッサージ･指圧のアジアを中心と

した諸外国における現状の概要を扱うこと｡

エ　内容の(4)については,国民の健康の保持増進に寄与する観点から,あん

摩･マッサージ･指圧従事者の心構え,倫理観,患者の権利や守秘義務等

について,十分な理解を促すよう具体的に指導することC

オ　内容の(6)のアについては, ｢医療法｣, ｢医師法｣等の概要を,イについ

ては, ｢高齢者の医療の確保に関する法律｣, ｢介護保険法｣等の概要を扱う

こと｡

[人体の構造と機能]

1　目　標

あん摩･マッサージ･指圧に必要な人体諸器官の形態と構造及び機能を相互

ア　医療と倫理　　　イ　保健理療と倫理

(5)あん摩マッサージ指圧師,はり師,きゆう師等に関する法律

ア　法令の沿革　　　イ　法令の主な内容

(6)関係法規の概要

ア　医事関係法規　　　イ　その他の関係法規

3　内容の取扱い

(1)内容の構成及びその取扱いに当たっては,次の事項に配慮するものとする｡

ア　指導に当たっては,あん摩･マッサージ･指圧の医療における位置付け

について,十分理解を促すよう取り扱うことD

イ　内容の(3)及び(4)については, ｢地域保健理廉と保健理療経営｣との関

連を考慮して指導すること｡

(2)内容の範囲や程度については,次の事項に配慮するものとする｡

ア　内容の(2)については,現代の医療制度の現状とその当面する課題の概

要を理解させること｡

イ　内容の(3)のアについては,あん摩･マッサージ.指圧のみならず,場
しんきゆう

液,名城灸の概要も扱うことo

ウ　内容の(4)については,国民の健康の保持増進に寄与する観点から,あ

ん摩･マッサージ･指圧従事者の心構え等について,十分な理解を促すよ

う具体的に指導することD

エ　内容の(6)のアについては,医療法,医師法等の概要を扱うこと｡

[人体の構造と機能]

1　目　標

あん摩･マッサージ･指圧に必要な人体諸器官の形態と構造及び機能につい
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に関連付けて理解させ,これを施術に応用する能力と態度を育てる｡

2　内　容

(1)解剖学及び生理学の基礎

ア　人体の構成　　　イ　細胞　　　ウ　組織　　　工　器官と器官系

(2)人体の系統別構造･機能及び生体の観察

ア　運動器系　　　イ　消化器系　　　ウ　呼吸器系

工　泌尿･生殖器系　　　オ　内分泌と代謝　　　力　循環器系

キ　神経系　　　ク　感覚器系

(3)生体機能の協調

ア　身体の運動　　　イ　全身的協調　　　ウ　生体の防御機構

3　内容の取扱い

(1)内容の構成及びその取扱いに当たっては,次の事項に配慮するものとする｡

ア　指導に当たっては,人体についての理解が,知識に偏ることがないよう

実験･実習を取り入れるようにすることo

イ　内容の(2)については,標本,模型などを有効に活用して,指導の効果を

高めるよう配慮すること｡

ウ　内容の(3)については, ｢疾病の成り立ちと予防｣との関連を考慮して扱

うこと｡

(2)　内容の範囲や程度については,次の事項に配慮するものとする｡

ア　内容の(1)のアについては,この科目の導入として,人体の構成と働き,

発生と成長の概要を扱うこと｡イから工までについては,それぞれの構造

と機能の基礎的な内容を扱うこと｡

イ　内容の(2)については,あん摩･マッサージ･指圧施術と関連の深いア,

カ及びキについて,基本的な事項に重点を置いて扱うことQ

[疾病の成り立ちと予防]

1　目　標

あん摩･マッサージ･指圧に必要な健康の保持増進,疾病の成り立ちと予防

に関する基礎的な知識を習得させ,これを施術に応用する能力と態度を育てる｡

1

て理解させ,これを施術に応用する能力と態度を育てる｡

2　内　容

(1)解剖学及び生理学の基礎

ア　人体の構成　　　イ　細胞　　ク　組織　　　工　器官と器官系

(2)人体の系統別構造･機能及び生体の観察

ア　運動器系　　　イ　消化器系　　　ウ　呼吸器系

工　泌尿･生殖器系　　　オ　内分泌と代謝　　　力　循環器系

キ　神経系　　　ク　感覚器系

(3)生体機能の協調

ア　身体の運動　　イ　全身的協調　　　り　生体の防御機構

3　内容の取扱い

(1)内容の構成及びその取扱いに当たっては,次の事項に配慮するものとする｡

ア　指導に当たっては,人体についての理解が,知識に偏ることがないよう

実験･実習を取り入れるようにすること｡

イ　内容の(2)については,標本,模型などを有効に活用して,指導の効果

を高めるよう配慮すること｡

ウ　内容の(3)については, ｢疾病の成り立ちと予防｣との関連を考慮して扱

うことo

(2)内容の範囲や程度については,次の事項に配慮するものとする｡

ア　内容の(1)のアについては,この科目の導入として,人体の構成と働き,

発生と成長の概要を扱うこと｡イからエまでについては,それぞれの構造

と機能を扱うが,詳細に深入りしないこと｡

イ　内容の(2)については,あん摩･マッサージ･指圧施術と関連の深いア,

カ及びキについて,基本的事項に重点を置いて扱うこと｡

[疾病の成り立ちと予防]

1　目　標

あん摩･マッサージ･指圧に必要な健康の保持,疾病の成り立ちと予防に関

する基礎的な知識を習得させ,これを施術に応用する能力と態度を育てるo
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2　内　容

(1)衛生･公衆衛生の概要

ア　衛生･公衆衛生の意義　　　イ　衛生･公衆衛生の歴史

(2)健康の保持増進と生活

ア　健康の概念　　　イ　健康の管理　　　ウ　食生活と健康

(3)生活環境と公害

ア　環境と健康　　　イ　地域の環境衛生　　　ウ　衣服と住居

工　公害

(4)産業衛生,精神衛生及び母子衛生

ア　産業衛生　　　イ　精神衛生　　　ウ　母子衛生

(5)生活習慣病

ア　生活習慣病とその対策

(6)感染症

ア　感染症とその対策

(7)消毒

ア　消毒法の一般　　　イ　消毒の種類と方法　　　ウ　消毒法の応用

(8)疫学

ア　疫学の意義　　　イ　疫学の現状

(9)衛生統計

ア　衛生統計の一般　　　イ　主な衛生統計

(10)疾病の一般

ア　疾病の概念　　　イ　疾病の分類　　　ウ　疾病と症状

工　疾病の経過,予後及び転帰

(ll)疾病の原因

ア　病因の意義　　　イ　病因の分類　　　ウ　加齢と老化

(12)各病変の大要

ア　循環障害　　　イ　退行性病変　　　り　進行性病変　　　工　炎症
しゆよう

オ　膿癌　　　力　免疫の異常とアレルギー

3　内容の取扱い

2　内　容

(1)衛生･公衆衛生の概要

ア　衛生･公衆衛生の意義　　　イ　衛生･公衆衛生の歴史

(2)健康の保持増進と生活

ア　健康の概念　　　イ　健康の管理　　　ウ　食生活と健康

(3)生活環境と公害

ア　環境と健康　　　イ　地域の環境衛生　　　ウ　衣服と住居

工　公害

(4)産業衛生,精神衛生及び母子衛生

ア　産業衛生　　　イ　精神衛生　　　り　母子衛生

(5)生活習慣病及び感染症対策

ア　生活習慣痛対策　　　イ　感染症対策

(6)消毒

ア　消毒法の一般　　イ　消毒の種類と方法　　　り　消毒法の応用

(7)疫学

ア　疫学の意義　　　イ　疫学の現状

(8)衛生統計

ア　衛生統計の一般　　　イ　主な衛生統計

(9)疾病の一般

ア　疾病の概念　　　イ　疾病の分類　　　ウ　疾病と症状

工　疾病の経過,予後及び転帰

(10)疾病の原因

ア　病因の意義　　イ　病因の分類　　　ウ　加齢と老化

(ll)各病変の大要

ア　循環障害　　イ　退行性病変　　り　進行性病変　　工　炎症
しゆよう

オ　腫癌　　　力　免疫の異常とアレルギー

3　内容の取扱い
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(1)内容の構成及びその取扱いに当たっては,次の事項に配慮するものとするo

ア　内容の(7)については, ｢保健理療基礎実習｣及び｢保健理療臨床実習｣

との関連を図りながら,実践的に扱うこと｡

(2)内容の範囲や程度については,次の事項に配慮するものとする｡

ア　内容の(2)については,特に,生活習慣病と関連付けて扱うこと｡

イ　内容の(5)及び(6)については,代表的な疾患を取り上げ,その発生に関

する危険因子からの回避に重点を置いて扱うこと｡

ウ　内容の(8)及び(9)については,具体的な事例を中心に扱うこと.

エ　内容の(10)については,半健康状態及び東洋医学の未病の概念を取り入

れながら指導することo

[生活と疾病]

1　目　標

臨床医学やリハビリテーションに関する基礎的な知識を習得させるとともに,

疾病と日常生活とのかかわりを理解させ,施術を適切に行う能力と態度を育て

る｡

2　内　容

(1)診察と治療の一般

･ア　診察法の一般　　　イ　診察法の種類　　　ウ　検査法の概要

工　治療法の一般　　　オ　治療法の種類　　　力　物理療法

キ　臨床心理

(2)主な症状の診察法
けい

ア　頭痛　　　イ　肩こり　　　ウ　肩関節痛　　　工　額肩腕痛
しつ

オ　腰痛　　　力　腰下肢痛　　　キ　膝痛　　ク　高血圧と低血圧

ケ　筋疲労　　　コ　その他の症状

(3)系統別疾患の概要

ア　運動器疾患　　　イ　神経系疾患　　　ウ　呼吸器疾患

工　血辛皮･循環器疾患　　　オ　消化器疾患

(1)内容の構成及びその取扱いに当たっては,次の事項に配慮するものとする｡

ア　内容の(6)については, ｢保健理療基礎実習｣及び｢保健理療臨床実習｣

との関連を図りながら,実践的に扱うこと.

(2)内容の範囲や程度については,次の事項に配慮するものとする｡

ア　内容の(2)については,特に,生活習慣病と関連付けて扱うこと｡

イ　内容の(5)については,代表的な疾患を取り上げ,その発生に関する危

険因子からの回避に重点を置いて扱うこと｡

ウ　内容の(7)及び(8)については,具体的な事例を中心に扱い,詳細に深入

りしないこと｡

エ　内容の(9)については,半健康状態及び東洋医学の未病の概念を取り入

れながら指導すること｡

[生活と疾病]

1　目　標

臨床医学やリハビリテーションに関する基礎的な知識を習得させるととも

に,疾病と日常生活とのかかわりを理解させ,施術を適切に行う能力と態度を

育てる｡

2　内　容

(1)診察と治療の一般

ア　診察法の一般　　イ　診察法の種類　　　ウ　検査法の概要

工　治療法の一般　　　オ　治療法の種類　　　力　物理療法

キ　臨床心理

(2)主な症状の診察法
けい

ア　頭痛　　　イ　肩こり,肩関節痛　　　ウ　頚肩腕痛
しつ

ェ　腰痛　　オ　腰下肢痛　　力　膝痛　　　キ　高血圧と低血圧

ク　その他の症状

(3)系統別疾患の概要　-

ア　感染症　　　イ　消化器疾患　　　ウ　呼吸器疾患

工　泌尿･生殖器疾患　　　オ　内分泌･代謝疾患及びビタミン欠乏症
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カ　内分泌･代謝疾患及びビタミン欠乏症　　　キ　泌尿･生殖器疾患

ク　感染症　　　ケ　その他の疾患

(4)リハビリテーションの一般

ア　リハビリテーションの概念と歴史

イ　医学的リハビリテーションとリハビリテーション医学

ウ　診察,評価,治療計画と記鎗　　　二　道動学の基礎

(5)主な疾患のリハビリテーション
ひ

ア　整形外科疾患　　　イ　関節リウマチ　　　ウ　片麻療
ひせき

エ　月掛性麻痩　　　オ　脊髄損傷

3　内容の取扱い

(1)内容の構成及びその取扱いに当たっては,次の事項に配慮するものとする｡

ア　指導に当たっては,予防医学,治療医学,リハビリテーション医学とい

う現代医学の体系を踏まえて取り扱うこと｡

(2)内容の範囲や程度については,次の事項に配慮するものとするo

ア　内容の(1)については,あん摩･マッサージ･指圧と直接かかわりの深い

事項に重点を置き,実習との関連を考慮して指導すること｡ウについては,

医学的な知識として,検査方法やデータの意味等についての概要を理解さ

せるようにすること.オについては,代表的な治療法の概要を扱うことo

イ　内容の(2)については,各症状の病態生理と鑑別診断の概要を扱い,あん

摩･マッサージ･指圧施術を行うことの適否の判断に生かすことができる

ようにすること｡

ウ　内容の(3)については,現代医学の立場から各系統別疾患の概要を扱い,

それぞれの代表的な疾患の原因,症状及び治療法の基礎的な知識を習得で

きるようにすること｡

エ　内容の(4)については,チーム医療としてのリハビリテーションの基本的

な事項について症例紹介やリハビリテーション施設の見学等を取り入れて

指導すること｡

オ　内容の(5)については,地域医療や在宅ケアの実情を考慮し,保健理療と

カ　運動器疾患　　　キ　血液･循環器疾患　　　ク　神経系疾患

ケ　その他の疾患

(4)リハビリテーションの一般

ア　リハビリテーションの概念と歴史

イ　医学的リハビリテーションとリハビリテーション医学

り　診察,評価,治療計画と記録　　工　運動学の基礎

(5)主な疾患のリハビリテーション
ひひせき

ア　片麻療　　　イ　脳性麻痩　　　ウ　脊髄損傷

工　慢性関節リウマチ　　　オ　整形外科疾患

3　内容の取扱い

(1)内容の構成及びその取扱いに当たっては,次の事項に配慮するものとするQ

ア　指導に当たっては,予防医学,治療医学,リハビリテーション医学とい

う現代医学の体系を庫まえて取り扱うことo

(2)内容の範囲や程度については,次の事項に配慮するものとするo

ア　内容の(1)については,あん摩･マッサージ･指圧と直接かかわりの深

い事項に重点を置き,実習との関連を考慮して指導すること｡クについて

は,医学的な知識として,検査方法やデータの意味等についての概要を理

解させるようにすること｡オについては,代表的な治療法の概要を扱うこ

とo

イ　内容の(2)については,各症状の病態生理と鑑別診断の概要を扱い,あ

ん摩･マッサージ･指圧施術を行うことの適否の判断に生かすことができ

るようにすること｡

ウ　内容の(3)については,現代医学の立場から各系統別疾患の概要を扱い,

それぞれの代表的な疾患の原臥　症状及び治療牡の基本的な知識を習得で

きるようにすること｡

ェ　内容の(4)については,チーム医療としてのリハビリテーションの過程

を,症例紹介やリハビリテーション施設の見学等を取り入れて指導するが,

詳細に深入りしないこと｡
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直接関わりの深いア及びクに重点を置いて扱うこと｡

[基礎保健理療]

1　目　標

東洋医学の概念,あん摩･マッサージ･指圧施術の意義及び治効理論につい

て理解させ,施術を効果的に行う能力と態度を育てる｡

2　内　容

(1)東洋医学の基礎

ア　東洋医学の意義と特色
A

イ　陰陽五行論　　　ウ　臓肺経絡論

エ　気血,営衛,津液　　　オ　病因　　　力　証

(2)東洋医学の診断と治療

ア　診断　　　イ　治療

(3)経絡と経穴
ふ

ア　臓蹄経絡とその流注　　　イ　主な経穴

(4)経絡,経穴と現代医学

ア　経絡,経穴の現代医学的研究　　　イ　関連する反応点,反応帯

(5)あん摩･マッサージ･指圧施術の概要

ア　あん摩　　　イ　マッサージ　　　ウ　指圧

(6)あん摩･マッサージ･指圧施術の治効理論と関連学説

ア　刺激の伝達　　　イ　身体組織･器官-の影響

ク　生体反応と治効メカニズム　　　エ　関連学説

3　内容の取扱い

(1)内容の構成及びその取扱いに当たっては,次の事項に配慮するものとする｡

ア　指導に当たっては,あん摩･マッサージ･指圧に関する研究の成果を踏

まえて取り扱い,保健理療に対する研究的な態度を培うようにすること｡

イ　内容の(1)から(4)までについては,あん摩･マッサージ･指圧施術との

関連を重視して扱うこと｡

ウ　内容の(6)については,内容の(4)や研究の成果を総合し,あん摩･マッ

サージ･指圧の臨床効果という観点から指導すること｡また, ｢人体の構造

[基礎保健理療]

1　目　標

東洋医学の概念,あん摩･マッサージ.指圧施術の音義及び治効理論につい

て理解させ,施術を効果的に行う能力と態度を育てる0

2　内　容

(1)東洋医学の基礎

ア　東洋医学の意義と特色
ふ

イ　陰陽五行論　　　り　臓肺経絡論

エ　気血,営衛,津波　　　オ　病因　　　力　証

(2)東洋医学の診断と治療

ア　診断　　　イ　治療

(3)経絡と纏穴
ふ

ア　臓肺経絡とその流注　　　イ　主な経穴

(4)経絡,経穴と現代医学

ア　経絡,経穴の現代医学的研究　　イ　関連する反応点,反応帯

(5)あん摩･マッサージ･指圧施術の概要

ア　あん摩　　　イ　マッサージ　　　ウ　指圧

(6)あん摩･マッサージ･指圧施術の治効理論と関連学説

ア　刺激の伝達　　　イ　身体組織･器官-の影響

ウ　生体反応と治効メカニズム　　　エ　関連学説

3　内容の取扱い

(1)内容の構成及びその取扱いに当たっては,次の事項に配慮するものとする｡

ア　指導に当たっては,あん摩･マッサージ･指圧に関する研究の成果を踏

まえて取り扱い,保健理療に対する研究的な態度を培うようにすること｡

イ　内容の(1)から(4)までについては,あん摩･マッサージ･指圧施術との

関連を重視して扱うこと｡

ウ　内容の(6)については,内容の(4)や研究の成果を総合し,あん摩･マッ

サージ･指圧の臨床効果という観点から指導すること｡また, ｢人体の構
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と機能｣との関連を考慮して扱うこと｡

(2)内容の範囲や程度については,次の事項に配慮するものとする｡

ア　内容の(2)のアについては,切診に重点を置き,実習を取り入れて指導す

ること｡

イ　内容の(3)のイについては,あん摩･マッサージ･指圧の臨床でよく活用

される経穴に重点を置いて指導すること｡

り　内容の(5)については,基本手技を取り上げ,その特徴を理解させるとと

もに,臨床においてあん摩･マッサージ･指圧施術を行うことの適否につ

いても指導すること｡また,諸外国における徒手による施術法の概要につ

いても扱うことo

エ　内容の(6)のアからウまでについては,特に,運動器疾患や内臓器疾患に

対する刺激の作用や生体反応の医学的意味と臨床-の応用という観点から

扱うことo

[臨床保健理療]

1　目　標

診察に基づいて,あん摩･マッサージ･指圧施術の適否を判断し,施術を適

切に行う能力と態度を育てる｡

2　内　容

(1)臨床保健理療の基礎

ア　臨床保健理療の意義と役割　　　イ　施術対象者の心理と施術者の対応

(2)東洋医学における診断,治療の原則

ア　診察　　　イ　施術計画　　　り　施術原則　　　工　記録

(3)健康とあん摩･マッサージ･指圧施術

ア　健康観と疾病観

イ　健康の保持増進のためのあん摩･マッサージ･指圧施術

ウ　生活習慣病予防のためのあん摩･マッサージ.指圧施術

エ　その他の健康療法

(4)主な症状のあん摩･マッサージ･指圧施術

達と機能｣との関連を考慮して扱うこと｡

(2)内容の範囲や程度については,次の事項に配慮するものとする｡

ア　内容の(2)のアについては,切診に重点を置き,実習を取り入れて指導

すること｡

イ　内容の(3)のイについては,あん摩･マッサージ･指圧の臨床でよく活

用される経穴に重点を置いて指導すること｡

り　内容の(5)については,基本手技を取り上げ,その特徴を理解させると

ともに,臨床においてあん摩･マッサージ･指圧施術を行うことの適否に

ついても指導することC　また,諸外国における徒手による施術法の概要に

ついても扱うこと｡

ェ　内容の(6)のアからクまでについては,特に,運動器疾患や内臓器疾患

に対する刺激の作用や生体反応の医学的意味と臨床-の応用という観点か

ら扱うこと｡

[臨床保健理療]

1　目　標

診察に基づいて,あん摩･マッサージ･指圧施術の適否を判断し,施術を適

切に行う能力と態度を育てる｡

2　内　容

(1)臨床保健理癖の基礎

ア　臨床保健理癖の意義と役割　　　イ　施術対象者の心理と施術者の対応

(2)東洋医学における診断,治療の原則

ア　診察　　　イ　施術計画　　　ウ　施術原則　　　工　記録

(3)健康とあん摩･マッサージ･指圧施術

ア　健康観と疾病観

イ　健康の保持増進のためのあん摩･マッサージ･指圧施術

り　生活習慣病予防のためのあん摩･マッサージ･指圧施術

エ　その他の健康療法

(4)主な症状のあん摩･マッサージ･指圧施術
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ア　頭痛　　　イ　肩こり　　　ウ　肩関節痛
しつ

オ　腰痛　　　力　腰下肢痛　　　キ　膝痛

ケ　筋疲労　　　コ　その他の症状

けい

エ　額肩腕痛

ク　高血圧と低血圧

(5)主な疾患のあん摩･マッサージ･指圧施術
けんしようねんざきゆ)

ア　筋筋膜炎,膝鞘炎　　　イ　捻挫,脱臼,骨折
ひ

り　関節リウマチ　　　エ　片麻痩　　　オ　その他の疾患

(6)高齢者に対するあん摩･マッサージ･指圧施術

ア　高齢者の心身機能の特徴

イ　高齢者の主な症状に対するあん摩･マッサージ･指圧施術

ウ　要介護･要支援高齢者に対するあん摩･マッサージ･指圧施柿

(7)スポーツ領域におけるあん摩･マッサージ･指圧施術

ア　スポーツ障害･外傷の一般　　　イ　スポーツ障害･外傷の予防と管理

ウ　主なスポーツ障害･外傷のあん摩･マッサージ･指圧施術

(8)産業衛生におけるあん摩･マッサージ･指圧施術

ア　仕事と健康

イ　事業所内あん摩･マッサージ･指圧従事者の業務と役割

ウ　主な職業起因性症状のあん摩･マッサージ･指圧施術

3　内容の取扱い

(1)内容の構成及びその取扱いに当たっては,次の事項に配慮するものとするo

ア　東洋医学と現代医学の知識と技術を総合した臨床概念が養われるよう内

容相互の関連に留意して指導すること｡

イ　指導に当たっては, ｢保健理療基礎実習｣における実技実習との関連を考

慮すること｡

(2)内容の範囲や程度については,次の事項に配慮するものとする｡

ア　内容の(1)のイについては,施術対象者との信頼関係を確立する上で必要

な臨床心理の基礎及び面接技法の基本を理解できるよう扱うこと｡

イ　内容の(3)については,東洋医学における未病の考え方を踏まえて扱うこ

と｡

ウ　内容の(4)及び(5)については, ｢生活と疾病｣で取り上げる症状や疾患と

ア　頭痛　　　イ　肩こり,肩関節痛
しつ

エ　腰痛　　　オ　腰下肢痛　　　力　膝痛

ク　その他の症状

(5)主な疾患のあん摩･マッサージ･指圧施術
ひ

ア　片麻捧　　　イ　慢性関節リウマチ

けい

ウ　頚肩腕痛

キ　高血圧と低血圧

けんしよう

ウ　筋筋膜炎,腫鞘炎
ねんざきゆう

エ　捻挫,脱臼,骨折　　　オ　その他の疾患

(6)高齢者に対するあん摩･マッサージ･指圧施術

ア　高齢者の心身機能の特徴

イ　高齢者の主な症状に対するあん摩･マッサージ･指圧施術

ウ　要介護高齢者に対するあん摩･マッサージ･指圧施術

(7)スポーツ領域におけるあん摩･マッサージ･指圧施術

ア　スポーツ嘩害･外傷の一般　　　イ　スポーツ障害･外傷の予防と管理

ウ　主なスポーツ障害･外傷のあん摩･マッサージ.指圧施術

(8)産業衛生におけるあん摩･マッサージ･指圧施術

ア　仕事と健康

イ　事業所内あん摩･マッサージ･指圧従事者の業務と役割

ウ　主な職業起因性症状のあん摩･マッサージ･指圧施術

3　内容の取扱い

(1)内容の構成及びその取扱いに当たっては,次の事項に配慮するものとするC

ア　東洋医学と現代医学の知識と技術を総合した臨床概念が養われるよう内

容相互の関連に留意して指導すること｡

イ　指導に当たっては, ｢保健理療基礎実習｣における実技実習との関連を

考慮すること.

(2)内容の範囲や程度については,次の事項に配慮するものとする｡

ア　内容の(1)のイについては,施術対象者との倍額関係を確立する上で必

要な臨床心理の基礎及び面接技法の基本を理解できるよう扱うこと｡

イ　内容の(3)については,東洋医学に掛ナる未病の考え方を踏まえて扱う

こと｡

ウ　内容の(4)及び(5)については, ｢生活と疾病｣で取り上げる症状や疾患
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関連付けて指導するとともに,健康指導,生活指導及び応急処置の方法の

概要も含めて扱うこと｡

エ　内容の(6)のクについては,特に,脳卒中モデル及び廃用症候群モデルの

ケアについて扱うこと｡

オ　内容の(7)のクについては,テーピングの基本についても扱うことo

[地域保健理癖と保健理療経営コ

1　目　標

現代社会におけるあん摩･マッサージ･指圧の役割及び高齢社会における医

療と福祉の在り方を理解させるとともに,保健理療経営の実際的な知識を習得

させる｡

2　内　容

(1)保健理療と社会

ア　あん摩･マッサージ･指圧の業務と開業

イ　あん摩･マッサージ･指圧と医療･福祉制度

ウ　諸外国における徒手による施術

(2)高齢社会の現状と課題

ア　高齢社会の現状と課題-の対応　　　イ　高齢者介護と社会保障制度

(3)　あん摩･マッサージ･指圧と経営

ア　経営の一般　　　イ　施術所の開設準備と諸制度

ウ　経営の管理と運営　　　工　経営の展開と実際

3　内容の取扱い

(1)内容の構成及びその取扱いに当たっては,次の事項に配慮するものとする｡

ア　指導に当たっては, ｢医療と社会｣との関連に留意するとともに,体験的

な学習や問題解決的な学習を取り入れるよう配慮すること｡

(2)内容の範囲や程度については,次の事項に配慮するものとする｡

ア　内容の(1)のクについては,諸外国における徒手による施術やそれに関連

する制度の現状を紹介し,保健理療の発展の可能性を考察できるようにす

ることo

と関連付けて指導するとともに,健康指導,生活指導及び応急処置の方法

の概要も含めて扱うことo
ひ

エ　内容の(6)のりについては,特に,片麻痩患者の維持期リハビリテーシ

ョンの概要について扱うこと｡

オ　内容の(7)のクについては,テーピングの基本についても扱うこと｡

[地域保健埋癖と保健理療撞営]

1　目　標

現代社会におけるあん摩･マッサージ･指圧の役割及び高齢社会における医

療と福祉の在り方を理解させるとともに,保健理療経営の実際的な知識を習得

させる.

2　内　容

(1)保健理療と社会

ア　あん摩･マッサージ･指圧の業務と開業

イ　あん摩･マッサージ･指圧と医療･福祉制度

ウ　諸外国における徒手による施術

(2)高齢社会の現状と課題

ア　高齢社会の現状と課題-の対応　　　イ　高齢者介護と社会保障制度

(3)あん摩･マッサージ･指圧と経営

ア　経営の一般　　　イ　施術所の設置と運営

り　経営の管理と経営分析

3　内容の取扱い

(1)内容の構成及びその取扱いに当たっては,次の事項に配慮するものとするC

ア　指導に当たっては, ｢医療と社会｣との関連に留意するとともに,体験

的な学習や問題解決的な学習を取り入れるよう配慮すること｡

(2)内容の範囲や程度については,次の事項に配慮するものとする｡

ア　内容の(1)のクについては,諸外国における徒手による施術やそれに関

連する制度の現状を紹介し,保健理癖の発展の可能性を考察できるように

すること｡
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イ　内容の(3)については,経営の実際の基本的な事項を扱うこと｡

[保健埋療基礎実習]

1　目　標

あん摩･マッサージ･指圧に関する実際的な知識と基礎的な技術を習得させ,

施術を適切かつ効果的に行う能力と態度を育てる｡

2　内　容

(1)あん摩･マッサージ･指圧施術-の導入

ア　施術室の管理と清潔保持の実際　　　イ　施術上の注意

(2)あん摩･マッサージ･指圧基礎実技実習

ア　あん摩の基本手技と身体各部の施術

イ　マッサージの基本手技と身体各部の施術

り　指圧の基本手技と身体各部の施術

(3)あん摩･マッサージ･指圧応用実技実習

ア　評価と理学的検査の実際　　　イ　運動療法の応用

ウ　物理療法の応用

(4)あん摩･マッサージ･指圧総合実技実習

ア　総合実技の基礎　　　イ　主要症状･疾患に対する総合実技実管

3　内容の取扱い

(1)内容の構成及びその取扱いに当たっては,次の事項に配慮するものとする｡

ア　指導に当たっては, ｢生活と疾病｣, ｢基礎保健理療｣及び｢臨床保健理療｣

との関連を重視し,現代医学と東洋医学の両面から,病状を総合的に把握

して,実際的な施術ができるようにすること｡

イ　内容の(1)については,この科目全体を通して習慣化される`よう取り扱う

こと｡

(2)内容の範囲や程度については,次の事項に配慮するものとする｡

ア　内容の(1)については,消毒法の実際に重点を置いて扱うこと｡

イ　内容の(2)については,運動法の基本等についても扱うこと｡
ひ

ウ　内容の(3)のア及びイについては,片麻痔の評価,機能回復訓練の基本を

イ　内容の(3)については,経営の実際の基本的な事項を扱うこと｡

[保健理療基礎実習]

1　目　標

あん摩･マッサージ･指圧に関する実際的な知識と基礎的な技術を習得さ

せ,施術を適切かつ効果的に行う能力と態度を育てる0

2　内　容

(1)あん摩･マッサージ･指圧施術-の導入

ア　施術室の管理と清潔保持の実際　　　イ　施術上の注意

'2'ァあ三芳去三豊芸三芸三笠芸芸雷雲慧悪習

イ　マッサージの基本手技と身体各部の施術

ウ　指圧の基本手技と身体各部の施術

(3)あん摩･マッサージ･指圧応用実技実習

ア　評価と理学的検査の実際　　　イ　運動療法の応用

ウ　物理療法の応用

(4)あん摩･マッサージ･指圧総合実技実習

ア　総合実技の基礎　　　イ　主要症状･疾患に対する総合実技実管

3　内容の取扱い

(1)内容の構成及びその取扱いに当たっては,次の事項に配慮するものとするC

ア　指導に当たっては, ｢生活と疾病｣, ｢基礎保健理療｣及び｢臨床保健理

療｣との関連を重視し,現代医学と東洋医学の両面から,病状を総合的に

把握して,実際的な施術ができるようにすること.

イ　内容の(1)については,この科目全体を通して習慣化されるよう取り扱

うこと｡

(2)内容の範囲や程度については,次の事項に配慮するものとするo

ア　内容の(1)については,消毒法の実際に重点を置いて扱うこと｡

イ　内容の(2)については,運動法の基本等についても扱うこと｡
ひ

ウ　内容の(3)のア及びイについては,片麻痔の評価,機能回復訓練の基本
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含めて扱うこと｡

エ　内容の(4)のイについては,臨床実習-の導入として位置付け, ｢臨床保

健理療｣の内容の(4)及び(5)で取り上げる症状や疾患に対する施術の実際

を扱うこと｡

[保健理療臨床実習]

1　目　標

あん摩･マッサージ･指圧に関する知識と技術を総合的に習得させ,施術を

適切かつ効果的に行う実践的能力と態度を育てる｡

2　内　容

(1)校内実習

ア　施術者と施術対象　　　イ　施術の実際　　　ウ　カルテの記載と管理

工　症例検討　　　オ　模擬患者との面接実習

(2)校外実習

ア　校外実習の目的　　　イ　校外実習の実際　　　ウ　経営の実際

3　内容の取扱い

(1)内容の構成及びその取扱いに当たっては,次の事項に配慮するものとする｡

ア　指導に当たっては,治療技術的な側面のみならず,インフォームド･コ

ンセントや患者の秘密保持,カルテ等の適切な管理方法などあん摩･マッ

サージ･指圧従事者としての倫理観や職業観を培うことに配慮すること｡

また,模擬患者との面接実習については,患者の立場に立った施術を行う

ための心構えや実践的な能力が身に付くように配慮すること｡

イ　地域の保健･医療･福祉機関との連携を図りながら,実際的に理解でき

るように指導すること｡

ウ　校内実習と校外実習の履修学年や授業時数の配当については,生徒の実

態や実習･見学施設の状況等により弾力的に取り扱うことo

エ　内容の(2)については,あん摩･マッサージ･指圧の実践に適した施設等

を選定し,当該施設等との十分な連絡調整を図ること｡

(2)内容の範囲や程度については,次の事項に配慮するものとする｡

を含めて扱うこと｡

エ　内容の(4)のイについては,臨床実習-の導入として位置付け, ｢臨床保

健理療｣の内容の(4)及び(5)で取り上げる症状や疾患に対する施術の実際

を扱うこと｡

[保健埋療臨床実習]

1　目　標

あん摩･マッサージ･指圧に関する知識と技術を総合的に習得させ,施術を

適切かつ効果的に行う能力と態度を育てる0

2　内　容

(1)校内実習

ア　施術者と施術対象　　　イ　施術の実際

ウ　資料の整理と症例検討

(2)校外実習

ア　校外実習の目的　　　イ　校外実習の実際　　　り　経営の実際

3　内容の取扱い

(1)内容の構成及びその取扱いに当たっては,次の事項に配慮するものとする｡

ア　指導に当たっては,技術的な側面のみならず,あん摩･マッサージ･指

圧従事者としての倫理観や職業観を培うことに配慮すること｡

イ　地域の保健･医療･福祉機関との連携を図りながら,実際的に理解でき

るように指導すること｡

ウ　校内実習と校外実習の履修学年や授業時数の配当については,生徒の実

態や実習･見学施設の状況等により弾力的に取り扱うことo

ェ　内容の(2)については,あん摩･マッサージ･指圧の実践に適した施設

等を選定し,当該施設等との十分な連絡調整を図ること｡

(2)内容の範囲や程度については,次の事項に配慮するものとする｡

一高　47-



ア　内容の(1)については,生徒の臨床実習の習熟の程度に応じて適切な症例

を選択するとともに,きめ細かな指導を行うことができるよう指導体制等

に配慮すること.

イ　内容の(2)のイについては,多様なあん摩･マッサージ･指圧関連業務を

理解するための施設見学や生徒の進路希望に対応した実習ができるように

計画すること｡クについては,施術所経営に関する実際的な基礎的知識が

養われるように,臨床経験の豊富な人の話や施術所見学,模擬経営実習な

どを通して,具体的に指導することo

[保健理療情報活用]

1　目　標

社会における情報化の進展と情報の意義や役割を理解させるとともに,情報

の活用に関する知識と技術を習得させ,保健理療の分野で情報及び情報手段を

主体的に活用する能力と態度を育てる｡

2　内　容

(1)情報機器と情報の活用

ア　生活と情報の活用　　　イ　情報機器の活用分野

り　情報通信ネットワーク

(2)情報モラルとセキュリティ

ア　情報の価値とモラル　　イ　情報のセキュリティ管理

(3)保健理療と情報機器の活用

ア　保健理療における情報機器活用の目的と意義

イ　個人情報の管理　　　ウ　保健理療の現場における情報システム

3　内容の取扱い

(1)内容の構成及びその取扱いに当たっては,次の事項に配慮するものとする｡

ア　保健理療に関する題材やデータなどを用いた実習を通して,保健理癖の

ア　内容の(1)については,生徒の臨床実習の習熟の程度に応じて適切な症

例を選択するとともに,きめ細かな指導を行うことができるよう指導体制

等に配慮すること｡

イ　内容の(2)のイについては,多様なあん摩･マッサージ･指圧関連業務

を理解するための施設見学や生徒の進路希望に対応した実習ができるよう

に計画すること.クについては,施術所経営に関する実際的な基礎的知識

が養われるように,臨床経験の豊富な人の話や施術所見学,模擬経営実習

などを通して,具体的に指導すること｡

[保健理療情報処理]

1　目　標

社会における情報化の進展と情報の意義や役割を理解させるとともに,情報

処理に関する知識と技術を習得させ,保健理療の分野で情報及び情報手段を活

用する能力と態度を育てる｡

2　内　容

(1)情報社会とコンピュータ

ア　生活と情報処理　　　イ　コンピュータの利用分野

ウ　情報の価値とモラル

(2)コンピュータによる情報処理

ア　コンピュータの仕組み　　　イ　コンピュータの活用

ウ'情報通信ネットワーク

(3)保健理療とコンピュータの活用

ア　保健理療におけるコンピュータ利用の目的と意義

イ　保健理療援助の支援システム

ウ　保健理療管理業務の支援システム　　エ　地域保健医療情報システム

オ　個人情報の管理

3　内容の取扱い

(1)内容の構成及びその取扱いに当たっては,次の事項に配慮するものとする.

ァ　指導に当たっては,実習を通して,実践的･体験的に理解させるよう留
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分野においで情報を主体的に活用できるように指導すること｡また,他の

保健理療に関する各科目と関連付けて指導すること｡

(2)内容の範囲や程度については,次の事項に配慮するものとする｡

ア　内容の(1)については,情報化の進展が生活や社会に及ぼす影響,情報の

意義や役割及び情報機器の活用分野の概要を扱うとともに,情報通信ネッ

トワークを活用した情報の収集,処理,分析,発信について体験的に扱う

こと｡また,ネット犯罪など利用上のリスクについても触れることo

イ　内容の(2)については,個人のプライバシーや著作権など知的財産の保護,

収集した情報の管理,発信する情報に対する責任など情報モラル及び情報

通イ言ネットワークシステムにおけるセキュリティ管理の重要性について扱

うこと｡

ウ　内容の(3)については,保健理療の現場における情報の意義や役乱　コン

ピュータや医療用電子機器の活用の概要について扱うこと｡アについては,

医療用電子機器など軌定機器の使用について扱うこと｡イについては,保

健理療の現場における個人情報の管理の実際と重要性について扱うことo

クについては,保健理療援助を適切に行うための情報システムの活用を具

体的に扱うこと｡

[課題研究]

1　目　標

保健理癖に関する課題を設定し,その課題の解決を図る学習を通して,専門

的な知識と技術の深化,総合化を図るとともに,問題解決の能力や自発的,刺

造的な学習態度を育てる｡

2　内　容

(1)調査,研究,実験

(2)職業資格の取得

意すること｡

イ　内容の(1)及び(2)については,保健理療に関する題材やデータを用いる

ことなどにより,保健理癖の分野との関連を考慮した指導を行うよう留意

すること｡

(2)内容の範囲や程度については,次の事項に配慮するものとする｡

ア　内容の(1)については,生活における情報の意義や役割及びコンピュー

タの利用分野の概要について理解させるとともに,著作権やプライバシー

の保嵐情報発信者の責任など情報モラルの重要性について理解させるこ

と｡

イ　内容の(2)のイについては,生徒の実態等に応じてアプリケーションソ

フトウェアを選択し,その基本操作を扱うこと｡クについては,情報通侶

ネットワークを活用した情報の収集,処理,発信について体験的に理解さ

せること｡

ウ　内容の(3)のイについては,保健理療援助を適切に行うための情報シス

テムの活用について具体的に扱うこと｡り及びエについては,保健理療管

理業務及び地域保健医療を支援する情報システムの活用状況について理解

させること｡

[課題研究]

1　目　標

保健理癖に関する課題を設定し,その課題の解決を図る学習を通して,専門

的な知識と技術の深化,総合化を図るとともに,問題解決の能力や自発的,創

造的な学習態度を育てる｡

2　内　容

(1)調査,研究,実験

(2)職業資格の取得
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3　内容の取扱い

(1)内容の構成及びその取扱いに当たっては,次の事項に配慮するものとする｡

ア　生徒の興味･関心,進路希望等に応じて,内容の(1)及び(2)の中から個

人又はグループで適切な課題を設定させることo　なお,課題は内容の(1)及

び(2)にまたがる課題を設定することができること｡

イ　課題研究の成果について発表する機会を設けるよう努めること｡

第3　各科目にわたる指導計画の作成と内容の取扱い

1　指導計画の作成に当たっては,次の事項に配慮するものとする｡

(1)各科目の指導に当たっては,できるだけ実験･実習を通して,実際的,

具体的に理解させるようにすること｡

(2) ｢保健理療基礎実習｣及び｢保健理療臨床実習｣の指導に当たっては,

生徒が常に達成感と新たな技術習得-の意欲をもって学習できるように,

指導内容の構成や指導方法の工夫に十分留意すること｡

(3) ｢課題研究｣については,年間指導計画に定めるところに従い,必要に

応じて弾力的に授業時間を配当することができること｡

(4)臨床実習の指導に当たっては,あん摩･マッサージ･指圧施術の対象と

なる代表的な症状や疾患について確実に施術ができるようにするため,個

々の生徒の実態に応じた指導計画の作成に配慮すること｡

2　内容の取扱いに当たっては,次の事項に配慮するものとする｡

(1) ｢保健理療基礎実習｣及び｢保健理療臨床実習｣については,対象とな

る人々の人格を尊重する態度を育てるとともに,実習における安全と規律

に留意すること｡

(2)各科目の指導に当たっては,コンピュータや情報通信ネットワーク等の

活用を図り,学習の効果を高めるようにすること｡

(3)地域やあん摩･マッサージ･指圧に関する施術所等との連携･交流を過

じた実践的な学習活動や就業体験を積極的に取り入れるとともに,社会人

講師を積極的に活用するなどの工夫に努めること｡

3　内容の取扱い

(1)内容の構成及びその取扱いに当たっては,次の事項に配慮するものとする｡

ア　生徒の興味･関心,進路希望等に応じて,内容の(1)及び(2)の中から個

人又はグループで適切な課題を設定させること｡なお,課題は内容の(1)

及び(2)にまたがる課題を設定することができること｡

イ　課題研究の成果について発表する機会を設けるよう努めること｡

第3　各科目にわたる指導計画の作成と内容の取扱い

1指導計画の作成に当たっては,次の事項に配慮するものとする｡

(1)各科目の指導に当たっては,できるだけ実験･実習を通して,実際的,

具体的に理解させるようにすること｡

(2) ｢保健理療基礎実習｣及び｢保健理療臨床実習｣の指導に当たっては,

生徒が常に達成感と新たな技術習得-の意欲をもって学習できるように,

指導内容の構成や指導方法の工夫に十分留意すること｡

(3) ｢課題研究｣については,年間指導計画に定めるところに従い,必要に

応じて弾力的に授業時間を配当することができること｡

(4)臨床実習の指導に当たっては,あん摩･マッサージ･指圧施術の対象と

なる代表的な症状や疾患について確実に施術ができるようにするため,個

々の生徒の実態に応じた指導計画の作成に配慮すること｡

2　内容の取扱いに当たっては,次の事項に配慮するものとする｡

(1) ｢保健理療基礎実習｣及び｢保健理療臨床実習｣については,対象とな

る人々の人格を尊重する態度を育てるとともに,実習における安全と規律

に留意すること｡

(2)各科目の指導に当たっては,コンピュータや情報通信ネットワーク等の

活用を図り,学習の効果を高めるようにすることo

(3)各科目の内容の取扱いのうち内容の範囲や程度等を示す事項は,当該科

目を履修するすべての生徒に対して指導するものとする内容の範囲や程度

等を示したものであり,学校において必要がある場合には,この事項にか

かわらず指導することができること｡
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3　実験･実習を行うに当たっては,関連する法令等に従い,施設･設備や薬

品等の安全管理に配慮し,学習衆境を整えるとともに,事故防止の指導を徹

底し,安全と衛生に十分留意するものとする｡

第4款　理　療

第1　目　標

はり,きゆう,あん摩･マッサージ･指圧に関する基礎的･基本的な知識

と技術を習得させ,理癖の本質と社会的な意義を理解させるとともに,国民

の健康の保持増進及び疾病の治療に寄与する能力と態度を育てる｡

第2　各科目

[医療と社会]

1　目　標

医学,医療及び理療の歴史,医療制度と関係法規に関する基礎的な知識を習

得させるとともに,理療従事者の倫理について理解させ,施術者として必要な

能力と態度を育てる｡

2　内　容

(1)医学,医療及び理療の歴史

ア　西洋における医学,医療

イ　日本,中国,韓国等における医学,医療

(2)医療制度の現状と課題

ア　医学の分野　　　イ　医療と社会　　　ウ　医療従事着

工　医療機関　　　オ　医療行政

(3)理療の現状と課題

ア　現代の東洋医学　　　イ　理療の概念　　　り　諸外国の理療

工　理療の課題

(4)理療従事者の倫理

3　実験･実習を行うに当たっては,施設･設備の安全管理に配慮し,学習環

境を整えるとともに,事故防止の指導を徹底し,安全と衛生に十分留意する

ものとする｡

第5款　理　療

第1　日　標

はり,きゆう,あん摩･マッサージ･指圧に関する基礎的･基本的な知識

と技術を習得させ,理癖の本質と社会的な意義を理解させるとともに,国民

の健康の保持増進及び疾病の治療に寄与する能力と態度を育てる｡

第2　各科目

[医療と社会]

1　目　標

医学,医療及び理療の歴史,医療制度と関係法規に関する基礎的な知識を習

得させるとともに,理療従事者の倫理について理解させ,施術者として必要な

能力と態度を育てる｡

2　内　容

(1)医学,医療及び理癖の歴史

ア　西洋における医学,医療　　　イ　日本,中国等における医学,医療

(2)医療制度の現状と課題

ア　医学の分野　　　イ　医療と社会　　　ウ　医療従事着

工　医療機関　　　オ　医療行政

(3)理療の現状と課題

ア　現代の東洋医学　　　イ　理廉の概念　　　ウ　理療の青果題

(4)理療従事者の倫理
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ア　医療と倫理　　　イ　理療と倫理

(5)あん摩マッサージ指圧師,はり師,きゆう師等に関する法律

ア　法令の沿革　　　イ　法令の主な内容

(6)関係法規の概要

ア　医事関係法規　　　イ　その他の関係法規

3　内容の取扱い

(1)内容の構成及びその取扱いに当たっては,次の事項に配慮するものとするo

ア　指導に当たっては,理癖の医療における位置付けについて,十分理解を

促すよう,理療以外の他の医学の歴史や現状,諸外国における理癖の現状

などを踏まえて取り扱うこと｡

イ　内容の(3)及び(4)については, ｢地域理癖と理療経営｣との関連を考慮し

て指導すること｡

(2)内容の範囲や程度については,次の事項に配慮するものとするD

ア　内容の(2)については,基礎医学,臨床医学等について,身近な事例を取

り上げながら,現代の医療制度の現状とその当面する課題を具体的に理解

できるようにすること｡
しんきゅう

イ　内容の(3)のアについては,湯液,繊灸,あん摩･マッサージ･指圧等

の現代における意義と役割を扱うこと｡特に,代替医療が注目されている

ことと理廉の果たす役割についても理解できるようにすること0
しんさゆう

ウ　内容の(3)のクについては,繊灸,あん摩･マッサージ･指圧のアジア

を中心とした諸外国における現状も取り扱い,日本における理癖の役割に

ついて理解を促すよう具体的に指導すること｡

エ　内容の(4)については,国民の健康の保持増進及び疾病の治療に寄与する

観点から,理療従事者の心構え,倫理観,患者の権利や守秘義務等につい

て,十分な理解を促すよう具体的に指導すること｡

オ　内容の(6)のアについては, ｢医療法｣, ｢医師法｣等の概要を,イについ

ては, ｢高齢者の医療の確保に関する法律｣, ｢介護保険法｣等の概要を扱う

こと｡

[人体の構造と機能]

ア　医療と倫理　　　イ　理療と倫理

(5)あん摩マッサージ指圧師,はり師,きゆう師等に関する法律

ア　法令の沿革　　　イ　法令の主な内容

(6)関係法規の概要

ア　医事関係法規　　　イ　その他の関係法規

3　内容の取扱い

(1)内容の構成及びその取扱いに当たっては,次の事項に配慮するものとする｡

ア　指導に当たっては,理癖の医療における位置付けについて,十分理解を

促すよう取り扱うこと｡

イ　内容の(3)及び(4)については, ｢地域理療と理療経営｣との関連を考慮

して指導すること｡

(2)内容の範囲や程度については,次の事項に配慮するものとする｡

ア　内容の(2)については,基礎医学,臨床医学等について,身近な事例を

取り上げながら,現代の医療制度の現状とその当面する課題を具体的に理

解できるようにすることo
しん卓ゆう

イ　内容の(3)のアについては,湯液,鍍灸,あん摩･マッサージ･指圧等

の現代における意義と役割を扱うこと｡

ウ　内容の(4)については,国民の健康の保持増進及び疾病の治療に寄与す

る観点から,理療従事者の心構え等について,十分な理解を促すよう具体

的に指導すること｡

エ　内容の(6)のアについては,医療法,医師法等の概要を扱うこと｡

[人体の構造と機能]
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1　目　標

理療に必要な人体諸器官の形態と構造及び機能を相互に関連付けて理解させ,

これを施術に応用する能力と態度を育てる｡

2　内　容

(1)解剖学の基礎

ア　人体の構成　　　イ　細胞　　　り　組織　　　工　器官と器官系

オ　人体の発生

(2)人体の系統別構造及び生体の観察

ア　運動器系　　　イ　消化器系　　　ウ　呼吸器系

工　泌尿･生殖器系　　　オ　内分泌系　　　力　循環器系

キ　神経系　　ク　感覚器系　　　ケ　主な部位の局所解剖

(3)生理学の基礎

ア　生理機能の概要　　　イ　生体の物理化学的基礎

り　細胞の興奮性

(4)人体の機能

ア　筋肉の働き
せつ

イ　循環と呼吸　　ク　消化と吸収　　　工　排准

オ　代謝と体温　　　力　内分泌　　　キ　生殖と成長

ク　神経の働き　　　ケ　感覚

(5)生体機能の協調

ア　身体の運動　　イ　全身的協調　　　ウ　生体の防御機構

3　内容の取扱い

(1)内容の構成及びその取扱いに当たっては,次の事項に配慮するものとするC

ア　指導に当たっては,人体についての理解が,知識に偏ることがないよう

実験･実習を取り入れるようにすること｡

イ　内容の(2)については,標本,模型などを有効に活用して,指導の効果を

高めるよう配慮すること｡

り　内容の(5)については, ｢疾病の成り立ちと予防｣との関連を考慮して扱

うこと｡

(2)内容の範囲や程度については,次の事項に配慮するものとするo

1　目　標

人体諸器官の形態と構造及び機能について理解させ,これを施術に応用する

能力と態度を育てる｡

2　内　容

(1)解剖学の基礎

ア　人体の構成　　イ　細胞　　ウ　組織　　工　器官と器官系

オ　人体の発生

(2)人体の系統別構造及び生体の観察

ア　運動器系　　　イ　消化器系　　　ウ　呼吸器系

工　泌尿･生殖器系　　　オ　内分泌系　　　力　循環器系

キ　神経系　　ク　感覚器系　　ケ　主な部位の局所解剖

(3)生理学の基礎

ア　生理機能の概要　　イ　生体の物理化学的基礎

ウ　細胞の興奮性

(4)人体の機能

ア　筋肉の働き

せつ

イ　循環と呼吸　　　ウ　消化と吸収　　工　排壮

オ　代謝と体温　　力　内分泌　　キ　生殖と成長

ク　神経の働き　　　ケ　感覚

(5)生体機能の協調

ア　身体の運動 イ　全身的協調　　　ウ　生体の防御機構

3　内容の取扱い

(1)内容の構成及びその取扱いに当たっては,次の事項に配慮するものとする｡

ア　指導に当たっては,人体についての理解が,知識に偏ることがないよう

実験･実習を取り入れるようにすること｡

イ　内容の(2)については,標本,模型などを有効に活用して,指導の効果

を高めるよう配慮すること｡

ウ　内容の(5)については, ｢疾病の成り立ちと予防｣との関連を考慮して扱

うこと｡

(2)内容の範囲や程度については,次の事項に配慮するものとするo
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ア　内容の(2)については,理療施術と関連の深いア,カ及びキに重点を置い

て扱うこと｡ケについては,理療施術と関連の深い部位を中心に指導する

ことD特に,リスク管理の上で必要な部位に重点を置いて扱うことo

[疾病の成り立ちと予防]

1　目　標

健康の保持増進,疾病の成り立ちと予防に関する基礎的な知識を習得させ,

これを施術に応用する能力と態度を育てる｡

2　内　容

(1)衛生学･公衆衛生学の概要

ア　衛生学･公衆衛生学の意義　　　イ　衛生学･公衆衛生学の歴史

(2)健康の保持増進と生活

ア　健康の概念　　　イ　健康の管理　　　り　食生活と健康

(3)生活環境と公害

ア　環境と健康　　　イ　地域の環境衛生　　　り　衣服と住居

工　公害

(4)産業衛生,精神衛生及び母子衛生

ア　産業衛生　　　イ　精神衛生　　　り　母子衛生

(5)生活習慣病

ア　生活習慣病の概念　　　イ　生活習慣病の発生要因

ウ　生活習慣病の予防対策

(6)盛典症対策

ア　感染症の概念　　イ　感染症の発生要因　　　ウ　感染症の予防対策

(7)消毒

ア　消毒法の一般　　　イ　消毒の種類と方法　　　ウ　消毒法の応用

(8)疫学

ア　疫学の意義　　　イ　疫学の現状

(9)衛生統計

ア　衛生統計の一般　　　イ　主な衛生統計

ア　内容の(2)については,理療施術と関連の深いア,カ及びキに重点を置

いて扱うことoケについては,理療施術と関連の深い部位を中心に指導す

ること｡特に,リスク管理の上で必要な部位に重点を置いて扱うこと｡

[疾病の成り立ちと予防]

1　目　標

健康の保持,疾病の成り立ちと予防に関する基礎的な知識を習得させ,これ

を施術に応用する能力と態度を育てる｡

2　内　容

(1)衛生学･公衆衛生学の概要

ア　衛生学･公衆衛生学の意義　　イ　衛生学･公衆衛生学の歴史

(2)健康の保持増進と生活

ア　健康の概念　　　イ　健康の管理　　　ウ　食生活と健康

(3)生活環境と公害

ア　環境と健康　　イ　地域の環境衛生　　　ウ　衣服と住居

工　公害

(4)産業衛生,精神衛生及び母子衛生

ア　産業衛生　　イ　精神衛生　　　ウ　母子衛生

(5)生括習慣病及び感染症対策

ア　生活習慣病対策　　　イ　感染症対策

(6)消毒

ア　消毒法の一般　　イ　消毒の種類と方法　　　り　消毒法の応用

(7)疫学

ア　疫学の意義　　　イ　疫学の現状

(8)衛生統計

ア　衛生統計の一般
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(10)疾病の一般

ア　疾病の概念　　　イ　疾病の分類　　　ウ　疾病と症状

工　疾病の経過,予後及び転帰

(ll)疾病の原因

ア　病因の意義　　　イ　病因の分類　　　ウ　加齢と老化

(12)各病変の大要

ア　循環障害　　　イ　退行性病変　　　ウ　進行性病変　　　工　炎症
しゆよう

オ　腫癌　　　力　免疫の異常とアレルギー

3　内容の取扱い

(1)内容の構成及びその取扱いに当たっては,次の事項に配慮するものとすろo

ア　内容の(7)については, ｢理療基礎実習｣及び｢理療臨床実習｣との関連

を図りながら,実践的に扱うこと｡

(2)内容の範囲や程度については,次の事項に配慮するものとする｡

ア　内容の(2)については,特に,生活習慣病と関連付けて扱うこと｡

イ　内容の(5)及び(6)については,代表的な疾患を取り上げ,その発生に関

する危険因子からの回避に重点を置いて扱うこと｡また,生活習慣病や感

染症に関する最新の情報も扱うこと｡

ウ　内容の(6)のクについては,免疫学についても扱うこと｡

エ　内容の(10)については,半健康状態及び東洋医学の未病の概念を取り入

れながら指導することC

[生活と疾病]

1　目　標

臨床医学やリハビリテーションに関する基礎的な知識を習得させるとともに,

疾病と日常生活とのかかわりを理解させ,施術を適切に行う能力と態度を育て

る｡

2　内　容

(1)診察法

ア　診断の意義　　　イ　診察法の基礎　　　ウ　検査接

(9)疾病の一般

ア　疾病の概念　　　イ　疾病の分類　　　ウ　疾病と症状

工　疾病の経過,予後及び転帰

(10)疾病の原因

ア　病因の意義　　　イ　病因の分類　　　ウ　加齢と老化

(ll)各病変の大要

ア　循環障害　　イ　退行性病変　　　ウ　進行性病変　　工　炎症
しゆよう

オ　腫癌　　　力　免疫の異常とアレルギー

3　内容の取扱い

(1)内容の構成及びその取扱いに当たっては,次の事項に配慮するものとする｡

ア　内容の(6)については, ｢理療基礎実習｣及び｢理療臨床実習｣との関連

を図りながら,実践的に扱うこと｡

(2)内容の範囲や程度については,次の事項に配慮するものとする｡

ア　内容の(2)については,特に,生活習慣病と関連付けて扱うこと｡

イ　内容の(5)については,代表的な疾患を取り上げ,その発生に関する危

険因子からの回避に重点を置いて扱うことDまた,生活習慣病や感染症に

関する最新の情報も扱うこと｡

ウ　内容の(9)については,半健康状億及び東洋医学の未病の概念を取り入

れながら指導すること｡

[生活と疾病]

1　目　標､

臨床医学やリハビリテーションに関する基礎的な知識を習得させるととも

に,疾病と日常生活とのかかわりを理解させ,施術を適切に行う能力と態度を

育てる｡

2　内　容

(1)診察法

ア　診断の意義　　イ　診察法の基礎　　　ウ　検査法
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(2)主な症状の診察法

ア　頭痛　　　イ　肩こり　　　ウ　肩関節痛
しつ

オ　腰痛　　　力　腰下肢痛　　　キ　膝痛

けい

エ　額肩腕痛

ク　高血圧と低血圧

ケ　筋疲労　　　コ　その他の症状

(3)治療法

ア　治療法の基礎　　　イ　治療法の実際

(4)臨床心理

ア　臨床心理の一般　　　イ　心理療法の概要

(5)系統別疾患

ア　運動器疾患　　　イ　神経系疾患　　　り　呼吸器疾患

工　血液･循環器疾患　　　オ　消化器疾患

力　内分泌･代謝疾患及びビタミン欠乏症　　　キ　泌尿･生殖器疾患

ク　感染症　　　ケ　その他の疾患

(6)リハビリテーションの一般

ア　リハビリテーションの概念と歴史

イ　医学的リハビリテーションとリハビリテーション医学

ウ　診察,評価,治療計画と記録　　工　運動学の基礎

1(7)主な疾患のリハビリテーション
ひ

ア　整形外科疾患　　　イ　関節リウマチ　　　ウ　片麻捧
ひせ含

工　脳性麻痔　　　オ　脊髄損傷

3　内容の取扱い

(1)内容の構成及びその取扱いに当たっては,次の事項に配慮するものとする｡

ア　指導に当たっては,予防医学,治療医学,リハビリテーション医学とい

う現代医学の体系を踏まえて取り扱うことo

(2)内容の範囲や程度については,次の事項に配慮するものとする.

ア　内容の(1)については,理療と直接かかわりの深い事項に重点を置き,実

習との関連を考慮して指導すること｡クについては,医学的な知識として,

検査方法やデータの意味等を理解させるようにすること｡

イ　内容の(2)については,各症状の病態生理と鑑別診断を扱い,理療施術を

(2)主な症状の診察法

ア　頭痛　　　イ　肩こり,肩関節痛
けい

ウ　頭肩腕痛
しつ

エ　腰痛　　　オ　腰下肢痛　　　力　膝痛　　　キ　高血圧と低血圧

ク　その他の症状

(3)治療法

ア　治療法の基礎　　　イ　治療法の実際

(4)臨床心理

ア　臨床心理の一般　　　イ　心理療法の概要

(5)系統別疾患

ア　感染症　　　イ　消化器疾患　　　り　呼吸器疾患

工　泌尿･生殖器疾患　　　オ　内分泌･代謝疾患及びビタミン欠乏症

力　運動器疾患　　　キ　血液･循環器疾患　　ク　神経系疾患

ケ　その他の疾患

(6)リハビリテーションの一般

ア　リハビリテーションの概念と歴史

イ　医学的リハビリテーションとリハビリテーション医学

ウ　診察,評価,治療計画と記録　　工　運動学の基礎

(7)主な疾患のリハビリテーション

ア　片麻痔　　　イ　脳性麻痔
せき

ウ　脊髄損傷

ェ　慢性関節リウマチ　　　オ　整形外科疾患

3　内容の取扱い

(1)内容の構成及びその取扱いに当たっては,次の事項に配慮するものとするD

ア　指導に当たっては,予防医学,治療医学,リハビリテーション医学とい

う現代医学の体系を踏まえて取り扱うことD

(2)内容の範囲や程度については,次の事項に配慮するものとする｡

ア　内容の(1)については,理療と直接かかわりの深い事項に重点を置き,

実習との関連を考慮して指導することoクについては,医学的な知識とし

て,検査方法やデータの意味等を理解させるようにすること｡

イ　内容の(2)については,各症状の病態生理と鑑別診断を扱い,理療施術

-　$　56-



行うことの適否の判断に生かすことができるようにすること｡

り　内容の(3)のイについては,代表的な治療法と適応疾患を中心に扱うこと｡

エ　内容の(5)については,現代医学の立場から各疾患の原因,症状,治療法

を中心に指導すること｡なお,各症状に対する治療については,理療施術

の有効性との関連を考慮し,理療と直接関わりの深い事項に重点を置くと

ともに, ｢臨床理療学｣と関連付けて扱うことo

オ　内容の(6)については,チーム医療としてのリハビリテーションの過程を,

症例紹介やリハビリテーション施設の見学等を取り入れて指導すること｡

カ　内容の(7)については,地域医療や在宅ケアの実情を考慮し,理療と直接

関わりの深いア及びクに重点を置いて扱うこと｡

[基礎理療学]

1　日　標

東洋医学の概念,理療施術の意義及び治効理論について理解させ,施術を効

果的に行う能力と態度を育てる｡

2　内　容

(1)東洋医学の基礎

ア　東洋医学の意義と特色
A

イ　陰陽五行論　　　ウ　臓肺経絡論

エ　気血,営衛,津液　　　オ　病因　　　力　証

(2)東洋医学の診断と治療

ア　日本の伝統医学的診断と治療　　　イ　現代の中医学的診断と治療

(3)経絡と経穴
A

ア　臓肺経絡とその流注　　　イ　経穴　　　ウ　その他の特定穴

(4)経絡,経穴と現代医学

ア　経絡,経穴の現代医学的研究　　　イ　関連する反応点,反応帯

(5)理療施術の概要

ア　あん摩　　　イ　マッサージ　　　ウ　指圧　　　エ　はり

を行うことの適否の判断に生かすことができるようにすること.

ウ　内容の(3)のイについては,代表的な治療法と適応疾患を中心に扱うこ

とC

ェ　内容の(5)については,現代医学の立場から各疾患の原因,症状,治療

法を中心に指導すること｡なお,各症状に対する治療については,理療施

術の有効性との関連を考慮して扱うこと｡

オ　内容の(6)については,チーム医療としてのリハビリテーションの過程

を,症例紹介やリハビリテーション施設の見学等を取り入れて指導するこ

とo

[基礎理療学]

1　目　標

東洋医学の概念,理療施術の意義及び治効理論について理解させ,施術を効

果的に行う能力と態度を育てる0

.2　内　容

(1)東洋医学の基礎

ア　東洋医学の意義と特色
ふ

イ　陰陽五行論　　　ウ　臓肺経絡論

エ　気血,営衛,津液　　　オ　病因　　　力　証

(2)東洋医学の診断と治療

ア　診断　　　イ　治療

(3)経絡と経穴
A

ア　臓肺経絡とその流注　　イ　経穴　　　ウ　その他の特定穴

(4)経絡,経穴と現代医学

ア　経絡,経穴の現代医学的研究　　イ　関連する反応点,反応帯

(5)理療施術の概要

ア　あん摩　　　イ　マッサージ　　　ウ　指圧　　　エ　はり
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オ　きゆう　　　カ　理療の臨床応用

(6)理療施術の治効理論と関連学説

ア　刺激の伝達　　　イ　身体組織･器官-の影響

ウ　生体反応と治効メカニズム　　　エ　関連学説

3　内容の取扱い

(1)内容の構成及びその取扱いに当たっては,次の事項に配慮するものとする｡

ア　指導に当たっては,理療に関する研究の成呆を踏まえて取り扱い,理癖

に対する研究的な態度を培うようにすること｡

イ　内容の(1)から(4)までについては,理療施術との関連を重視して扱うこ

と｡

ウ　内容の(6)については,内容の(4)や研究の成果を総合し,理癖の臨床効

果という観点から指導すること｡また, ｢人体の構造と機能｣との関連を考

慮して扱うこと｡

(2)内容の範囲や程度については,次の事項に配慮するものとする｡

ア　内容の(2)のアについては,切診に重点を置き,実習を取り入れて指導す

ることo

イ　内容の(5)については,基本手技を取り上げ,その特徴を理解させるとと

もに,臨床において理療施術を行うことの適否についても指導すること｡

アからりまでについては,諸外国における徒手による施術法についても扱
しん

うこと.エについては,特殊な鋪法も扱うこと｡

ウ　内容の(6)のアからクまでについては,特に,運動器疾患や内臓器疾患に

対する刺激の作用や生体反応の医学的意味と臨床-の応用という観点から

扱うこと｡

[臨床理療学]

1　目　標

診察に基づいて,理療施術の適否を判断し,施術を適切に行う能力と態度を

育てる｡

2　内　容

オ　きゆう　　　カ　理癖の臨床応用

(6)理療施術の治効理論と関連学説

ア　刺激の伝達　　　イ　身体組織･器官への影響

ク　生体反応と治効メカニズム　　　エ　関連学説

3　内容の取扱い

(1)内容の構成及びその取扱いに当たっては,次の事項に配慮するものとする｡

ア　指導に当たっては,理癖に関する研究の成果を踏まえて取り扱い,理療

に対する研究的な態度を培うようにすること｡

イ　内容の(1)から(4)までについては,理療施術との関連を重視して扱うこ

と｡

ウ　内容の(6)については,内容の(4)や研究の成果を総合し,理廉の臨床効

果という観点から指導することDまた, ｢人体の構造と機能｣との関連を

考慮して扱うこと.

(2)内容の範囲や程度については,次の事項に配慮するものとする｡

ア　内容の(2)のアについては,切診に重点を置き,実習を取り入れて指導

すること｡

イ　内容の(5)については,基本手技を取り上げ,その特徴を理解させると

ともに,臨床において理療施術を行うことの適否についても指導すること｡

アからクまでについては,諸外国における徒手による施術猿についても扱
しん

うこと.エについては,特殊な賊法も扱うこと｡

ウ　内容の(6)のアからクまでについては,特に,運動器疾患や内臓器疾患

に対する刺激の作用や生体反応の医学的意味と臨床-の応用という観点か

ら扱うことD

[臨床理療学]

1　目　標

診察に基づいて,理療施術の適否を判断し,施術を適切に行う能力と態度を

育てる｡

2　内　容
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(1)臨床理療学の基礎

ア　臨床理療学の意義と役割　　イ　施術対象者の心理と施術者の対応

(2)東洋医学における診断,治療の原則

ア　診察　　　イ　施術計画　　　り　施術原則　　　工　記録

(3)健康と理療施術

ア　健康観と疾病観　　イ　健康の保持増進のための理療施術

ウ　生活習慣病予防のための理療施術　　エ　その他の健康療法

(4)主な症状の理療施術

ア　頭痛　　　イ　肩こり

けい

ウ　肩関節痛　　　工　頭肩腕痛
しっ

オ　腰痛　　力　腰下肢痛　　キ　膝痛　　ク　高血圧と低血圧

ケ　筋疲労　　　コ　その他の症状

(5)主な疾患の理療施術
けんし上)

ア　筋筋膜炎,膝鞘炎

ウ　関節リウマチ

カ　アレルギー疾患

ねんざきゆう

イ　捻挫,脱臼,骨折
ひひ

ェ　片麻痩　　　オ　末梢神経麻痔
ぜん

キ　気管支噂息　　ク　狭心症

ケ　糖尿病　　　コ　その他の疾患

(6)高齢者に対する理療施術

ア　高齢者の心身機能の特徴　　イ　高齢者の主な症状に対する理療施術

ウ　要介護.要支援高齢者に対する理療施術

(7)スポーツ領域における理療施術

ア　スポーツ障害･外傷の一般　　イ　スポーツ障害･外傷の予防と管理

ウ　主なスポーツ障害･外傷の理療施術

(8)産業衛生における理療施術

ア　仕事と健康　　イ　事業所内理療従事者の業務と役割

ウ　主な職業起因性症状の理療施術

3　内容の取扱い

(1)内容の構成及びその取扱いに当たっては,次の事項に配慮するものとする｡

ア　東洋医学と現代医学の知識と技術を総合した臨床概念が養われるよう内

容相互の関連に留意して指導すること｡

(1)臨床理療学の基礎

ア　臨床理療学の意義と役割　　イ　施術対象者の心理と施術者の対応

(2)東洋医学における診断,治療の原則

ア　診察　　イ　施術計画　　り　施術原則　　工　記録

(3)健康と理療施術

ア　健康観と疾病観　　イ　健康の保持増進のための理療施術

ウ　生活習慣病予防のための理療施術　　エ　その他の健康療法

(4)主な症状の理療施術　　　　　　　　　けい

ア　頭痛　　イ　肩こり,肩関節痛　　り　額肩腕痛
し･つ

ェ　腰痛　　オ　腰下肢痛　　力　膝痛　　キ　高血圧と低血圧

ク　その他の症状

(5)主な疾患の理療施術
ひ

ァ　片麻痩　　イ　狭心症　　り　糖尿病　　工　慢性関節リウマチ
ぜんひ

オ　気管支噂息　　カ　アレルギー疾患　　キ　末梢神経麻捧
けんし上うねんざきゆう

ク　筋筋膜炎,錘鞘炎　　ケ　捻挫,脱臼,骨折

コ　その他の疾患

(6)高齢者に対する理療施術

ァ　高齢者の心身機能の特徴　　イ　高齢者の主な症状に対する理療施術

ウ　要介護高齢者に対する理療施術

(7)スポーツ領域における理療施術

ァ　スポーツ障害･外傷の一般　　イ　スポーツ障害･外傷の予防と管理

ウ　主なスポーツ障害･外傷の理療施術

(8)産業衛生における理療施術

ァ　仕事と健康　　イ　事業所内理療従事者の業務と役割

ウ　主な職業起因性症状の理療施術

3　内容の取扱い

(1)内容の構成及びその取扱いに当たっては,次の事項に配慮するものとするo

ァ　東洋医学と現代医学の知識と技術を総合した臨床概念が養われるよう内

容相互の関連に留意して指導すること｡
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イ　指導に当たっては, ｢理療基礎実習｣における実技実習との関連を考慮す

ること｡

(2)内容の範囲や程度については,次の事項に配慮するものとする｡

ア　内容の(1)のイについては,施術対象者との信頼関係を確立する上で必要

な臨床心理の基礎及び面接技法の基本を理解できるよう扱うこと｡

イ　内容の(3)については,東洋医学における未病の考え方を踏まえて扱うこ

と｡

ウ　内容の(4)及び(5)については, ｢生活と疾病｣で取り上げる症状や疾患と

関連付けて指導するとともに,健康指導,生活指導及び応急処置の方法も

含めて扱うこと｡

エ　内容の(6)のりについては,特に,脳卒中モデル及び廃用症候群モデルの

ケアについて扱うこと｡

オ　内容の(7)のクについては,テーピングの基本についても扱うこと｡

[地域理痕と理療経営]

1　目　標

現代社会における理療の役割及び高齢社会における医療と福祉の在り方を理

解させるとともに,理療潅常の実際的な知識を習得させる｡

2　内　容

(1)理療と社会

ア　理廉の業務と開業　　　イ　理廉と医療･福祉制度
しんきゅう

ウ　諸外国における鋪灸,徒手による施術

(2)高齢社会の現状と課題

ア　高齢社会の現状と課題への対応　　　イ　高齢者介護と社会保障制度

(3)理療と経営

ア　経営の一般　　　イ　施術所の開設準備と諸制度

ウ　経営の管理と運営　　　工　経営の展開と実際

3　内容の取扱い

(1)内容の構成及びその取扱いに当たっては,次の事項に配慮するものとする｡

イ　指導に当たっては, ｢理療基礎実習｣における実技実習との関連を考慮

すること｡

(2)内容の範囲や程度については,次の事項に配慮するものとする｡

ア　内容の(1)のイについては,施術対象者との信頼関係を確立する上で必

要な臨床心理の基礎及び面接技法の基本を理解できるよう扱うこと｡

イ　内容の(3)については,東洋医学における未病の考え方を踏まえて扱う

こと｡

り　内容の(4)及び(5)については, ｢生活と疾病｣で取り上げる症状や疾患

と関連付けて指導するとともに,健康指導,生活指導及び応急処置の方法

も含めて扱うこと｡
ひ

エ　内容の(6)のりについては,特に,片麻埠患者の維持期リハビリテーシ

ョンについて扱うこと｡

オ　内容の(7)のクについては,テーピングの基本についても扱うこと｡

[地域理痕と埋療経営]

1　目　標

現代社会における理療の役割及び高齢社会における医療と福祉の在り方を理

解させるとともに,理療経営の実際的な知識を習得させる｡

2　内　容

(1)理療と社会

ア　理療の業務と開業　　　イ　理療と医療.福祉制度
しんさゆう

ウ　諸外国における城灸,徒手による施術

(2)高齢社会の現状と課題

ア　高齢社会の現状と課題-の対応　　イ　高齢者介護と社会保障制度

(3)理療と経営

ア　経営の一般　　イ　施術所の設置と運営

ウ　経営の管理と経営分析

3　内容の取扱い

(1)内容の構成及びその取扱いに当たっては,次の事項に配慮するものとする.
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